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は 2013 年 12 月 30 日～ 2014 年 1 月 2 日、第 2 回
調査は 2014 年 3 月 2 日～ 3 月 6 日、第 3 回調査は
2014 年 6 月 14 日～ 6 月 17 日、第 4 回調査は 2014

















































































世代 生年 記号＊1 方言札 方言札の導入学年 敬い言葉 屋号 Ｋ地区との差異 就学前の使用言語
Ⅰ
1921 Ⅰ -1M ○ 3 ～ 4 年 ○ ○ ○ 標準語＊2
1922 Ⅰ -2F ○ 2 ～ 3 年 ○ ○ ○ 方言
1926 Ⅰ -3M ○ 6 年 ○ ○ ○ 方言
1927 Ⅰ -4M ○ 2 年 ○ ○ ○ 方言
1930 Ⅰ -5M ○ 3 年 ○ ○ ○ 方言
1930 Ⅰ -6F ○ 3 年 ○ ○ ○ 方言
1930 Ⅰ -7F ○ 3 年 ○ ○ ○ 方言
1934 Ⅰ -8F ○ 1 年 ○ ○ ○ 方言
1935 Ⅰ -9F ○ 中学校 ○ ○ × 方言
1935 Ⅰ -10F ○ 5 ～ 6 年 ○ ○ ○ 方言
1938 Ⅰ -11M ○ 中学校 ○ ○ ○ 方言 ＊3
Ⅱ
1941 Ⅱ -1M ○ 3 ～ 4 年 × ○ × 方言
1944 Ⅱ -2M ○ 4 ～ 5 年 ○ ○ ○ 方言
1947 Ⅱ -3M ○ 中学校 × × ○ 方言
1947 Ⅱ -4F ○ 低学年 × × × 方言
1948 Ⅱ -5M ○ 4 ～ 5 年 ○ ○ ○ 混交
1949 Ⅱ -6M ○ 3 ～ 4 年 ○ × ○ 方言
1952 Ⅱ -7M ○ 3 ～ 4 年 × × ○ 混交
1953 Ⅱ -8M ○ 1 年 ○ × × 方言 ＊4
1954 Ⅱ -9F × - × × × 方言
1957 Ⅱ -10M × - × × ○ 標準語
1958 Ⅱ -11M × - × × ○ 方言
1958 Ⅱ -12M × - × × × 方言
1958 Ⅱ -13M × - × × ○ 混交
1958 Ⅱ -14M × - × × × 方言
Ⅲ
1967 Ⅲ -1F × - × ○＊5 ○ 標準語
1967 Ⅲ -2M × - × × × 標準語
1967 Ⅲ -3M × - × × × 標準語
1968 Ⅲ -4M × - × × ○ 標準語
＊1 記号は、世代 - 通し番号（年齢の高い順）を表し、末尾に性別（M ＝男性／ F ＝女性）を付した。
＊2 幼少時移民先で標準語を用いていたため。引き揚げ後方言を覚える。
＊3 Ⅰ -1M ～Ⅰ -11M までが戦前期の学校に就学している。






















のが 40 代でしゃべれるのが 50 代だな」（Ⅱ -5M）、
「（何歳ぐらいまで方言がしゃべれますかね）50 ぐ
らい〔1963 年生〕までじゃないかな」（Ⅱ -1M）、「5






































































































































































































































































表 1 をみると、第Ⅱ世代のうち 1960 年に金武小学





















































































































































































































































2） 1997 年 8 月 30 日に実施した予備的なインタ
ビューの記録より（現在第Ⅱ世代男性）。
3） Ｋ地区住民の方談：2014 年 6 月 16 日。
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